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会社概要
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■会社概要

会社名 セーラー広告株式会社（SAYLOR ADVERTISING INC.）
設立年月日 昭和26年3月30日
代表取締役社長 古田

 
泰仁

 
（ふるた

 
やすひと）

資本金 2億9486万8750円
発行済株式数 6,078,000株
子会社 株式会社あわわ（連結対象）

 
株式会社エイ・アンド・ブイ（非連結）

事業内容 広告業（セーラー広告株式会社）

出版業（株式会社あわわ）

従業員数 単体

 
151人 （平成19年8月1日現在）

決算期 3月

本社所在地 香川県高松市扇町2丁目7番20号
拠点数 セーラー広告株式会社：10拠点（四国四県、岡山県、広島県）

株式会社あわわ：2拠点（徳島県、香川県）
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会社沿革
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■沿革

昭和26年

 

3月 新居浜市にセーラー工藝社設立

昭和34年

 

8月 商号を株式会社セーラー広告社に改称

昭和34年

 

12月 香川県高松市に本社を移転、広告業を開始

昭和44年

 

4月 西讃営業所（現西讃支社）開設

昭和46年

 

2月 松山営業所（現愛媛本社）開設

昭和47年

 

8月 宇和島営業所（現宇和島支社）開設

昭和48年

 

2月 岡山営業所開設

昭和56年

 

4月 広島営業所（現広島支社）開設

昭和62年

 

10月 徳島営業所（現徳島支社）開設

昭和63年

 

4月 高知営業所（現高知支社）開設

平成

 

3年

 

5月 商号をセーラー広告株式会社に改称

平成12年

 

6月 株式会社協同企画を100％子会社化し、協同セーラー広告株式会社に改称

平成15年

 

4月 協同セーラー広告株式会社を吸収合併し、岡山本社および倉敷支社とする

平成16年

 

3月 株式会社あわわを100％子会社化

平成19年

 

6月 ジャスダック証券取引所へ当社株式上場

広島支社

倉敷支社 岡山本社

高松本社
ＴＪかがわ事業部

西讃支社

新居浜支社

愛媛本社

宇和島支社 高知支社

徳島支社
あわわ
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企業理念
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■企業理念

「広告主」と「社会」、「生活者」を結ぶ情報の橋渡し役として、広告を通じて
社会生活の向上と文化の発展に寄与すること。

Client Community

ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ
「Ｓ」

コーポレートシンボルの２つの円はそれ

 ぞれ「顧客」と「社会」を象徴し、その

 ２つの円を結ぶ中央の「Ｓ」を「コミュ

 ニケーションＳ」と称し、セーラー広告

 株式会社を表しています。

広告会社の使命を果すこと。

企業理念

私たちの仕事は、マーケティングコミュニケーションを基軸とする総合コミュニケーションサービス業です。
私たちは、顧客のあらゆるニーズに「コミュニケーション効果の創造」で応えます。
私たちは、顧客とともにつくり広げるコミュニケーション活動で、豊かな文化を育て、社会をより楽しく、
より美しく、より豊かに彩ります。
私たちは、これらの企業活動を通じて、社員ひとりひとりの幸福を実現します。
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事業内容
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■当社のビジネスモデル

売上の増加
ブランド力の向上
新商品の知名度

•

 
地域最大のネットワークを持つ

 ことによる豊富な地域情報
•

 
企画制作スタッフを抱える

セーラー広告 広告主

•

 
商品の販売促進効果

•

 
企業ブランドの向上

～強み～ ～課題解決～

価値・新サービスの提供

広告物

広告料金

地域情報の提供・継続受注
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四国４県および岡山、広島県を主要事業地域として、テレビ、ラジオ、新聞、
 および雑誌を中心とする各種メディアを活用した広告の企画、立案、制作お
 よび広告枠の取り扱い並びにセールスプロモーション等の総合広告サービ
 スを行っております。

■事業内容（広告業）

○コミュニケーションプランニング
市場調査や環境分析等から企業価値を創造する広告を企画・制作
最適な媒体を用いた広告展開によるブランド開発、ターゲット戦略等の構築

○プロモーション
販売拡大に直接的な効果のある折込チラシ広告やダイレクトメール等を用いたセールス
プロモーション戦略の構築
行政・官公庁を中心に各種イベント・式典・全国大会等の企画・運営

○クロスメディア
４媒体（テレビ、ラジオ、新聞、雑誌）およびインターネット/モバイル広告の新旧メディアと
プロモーション活動を組み合わせ、相互補完によるトータルパフォーマンスの向上を目指
すメディア戦略および表現戦略の企画・制作
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地域情報の発信源となるべく、徳島県および香川県において以下の事業を
 行っております。

○タウン情報誌の発行
①月刊誌あわわ（昭和56年3月創刊）

徳島県を発行エリアとする10～20歳代の若者向けタウン情報誌

②月刊誌アーサ（昭和63年8月創刊）
徳島県を発行エリアとする20～30歳代の女性向けタウン情報誌

③月刊誌０５０（ゼロ・ゴ・ゼロ

 
平成14年4月創刊）

徳島県を発行エリアとする40歳以上の読者を対象としたタウン情報誌

④月刊誌ＴＪかがわ（昭和57年3月創刊）
香川県を発行エリアとする10～30歳代の読者を対象としたタウン情報誌

○単行本の発行
うどん本、結婚ＢＯＯＫ等：徳島県・香川県等の地域情報を掲載

○その他
＠あわわ・かがわグルメ：徳島県・香川県内のグルメ情報掲載サイト

クルマサガシ：車購入の商談可能サイト

建てようネット：徳島県・香川県の建築家と住宅建築商談が可能なサイト

パンフレット等の制作

■事業内容（出版業）

http://awaawa.com/book/awawa/
http://awaawa.com/book/asa/
http://awaawa.com/book/050/
http://awaawa.com/book/mook/
http://www.a-kagawa.com/book/tj.htm
http://tokushima.tateyou.net/
http://tokushima.tateyou.net/
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広告の事例１
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株式会社NTTドコモ四国

当社は株式会社ＮＴＴドコモ四国のＴＶＣＭ、ＮＰ、イベン

 
トなど、各種プロモーション活動を企画・制作。２００７年

 
には、四国４県キャンペーン「つかえるＦＯＭＡ」を担当。

香川トヨタ自動車株式会社

香川トヨタ店とレクサス高松を展開する、香川トヨタ自動車株式会社。

 
2006年、当社はＴＶＣＭ、ＮＰ、チラシ、イベントなど、各種プロモー

 
ション活動を企画・制作。

■事例（民間企業）
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株式会社百十四銀行

一般からエッセイを公募し、1991年から西日本放送ラジオで朗読番組「114ラジオ文芸」をスタート。

同時に、年1回優秀作品を選出し、コンサート形式で無料公開。出演は、朗読

 

樫山文枝、歌・演奏は毎年

違ったゲストを招聘し、今年（2007年）で16年を迎えるロングイベントです。

■事例（民間企業）
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しまなみ博覧会’９９（1999年）

愛媛県瀬戸内海大橋完成記念イベント実行委員会

瀬戸内しまなみ海道の開通記念イベント。当社は「瀬戸内海を[歩

 
いて／自転車で]渡ろう」「しまなみ大花見」「美食市」「ツール・ド・し

 
まなみ」「花・花・花フェスティバル」等、全期間に渡って企画・制作・

 
運営を担当した。

香川県ブランド戦略キャッチフレーズおよびロゴ（2004年）

香川県

香川県ブランド戦略のシンボルとして、現在も使われ続けている

 
キャッチフレーズおよびロゴを開発。コピーに眞木準氏、デザイン

 
に浅葉克己氏という、日本のトップクリエイターを起用した。

香川県は、訪れるすべての人々を「美のチカラ」でいやし輝かせます。特産品も

 
観光も、知られざるカガワから、かがやくカガワへ。

キャッチフレーズ作成

 

／

 

眞木

 

準

ベースとなるゴシック書体を含めて、デジタル・イメージが付与されており、香川

 
県の「美のチカラ」が発揮される近未来の姿を示しています。また赤・青・緑の３

 
色は、それぞれ「人間の美の情熱」「豊かな美の知性」「人情味あふれる美の優

 
しさ」を表しています。

ロゴデザイン

 

／

 

浅葉克己

■事例（行政・団体）
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えひめ町並博２００４「大洲レトロタウン」（2004年）

愛媛県

えひめ町並み博２００４（第１回日本イベント大賞受賞）のメイン会

 
場の一つとして、大洲市旧市街で展開されたイベント。当社は構

 
想段階から参画し、企画・制作・設営・運営管理を担当した。

地域ＩＣＴ未来フェスタ（2005年）

総務省四国総合通信局、香川県

地域情報化に関する国内最大級イベントである「全国マ

 
ルチメディア祭」を改称した全国大会。企画、構成、運営

 
管理および広報全般を担当。

■事例（行政・団体）
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区分 ＡＣＣ賞 広告主 受賞部門 内容

第45回ACC

 

CM
フェスティバル

中国・四国地域ﾌｧｲ

 
ﾅﾘｽﾄ

愛媛県町並博2004実行委員

 
会

テレビ部門 「レトロフィルム」編

愛媛県町並博2004実行委員

 
会

テレビ部門 「町並みに、還ろう」編

株式会社

 

美川観光開発 テレビ部門 「ダンシングドミノ」編

社団法人

 

公共広告機構中

 
四国事務局

ラジオ部門 「話そう、笑おう、メシ食おう。」編

第46回ACC

 

CM
フェスティバル

中国・四国地域ﾌｧｲ

 
ﾅﾘｽﾄ

株式会社徳島派遣センター テレビ部門 「間違い」編

四国乳業株式会社 テレビ部門 「オンリー・夕」編

池田質舗 テレビ部門 「やり手」編

ホテル椿館 テレビ部門 「ﾏﾄﾞﾝﾅ誕生(夕暮れの海岸)・(ﾚｽﾄﾗﾝ）・(

 
夜の公園)編

伊予鉄道株式会社 テレビ部門 「わたしたちこれからい～カードeカード(

 
これから。)(改札、ワンタッチ)(精算、ラク

 
ラク)(タクシー、OK)編

当社が受賞したＡＣＣ賞（2005～2006年）

■事例（ＡＣＣ賞）
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広告の事例２
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第17回香川広告協会広告賞

新聞部門

 

奨励賞
ＪＡグループ
「ＷＴＯ農業交渉啓発新聞広告」

第17回香川広告協会広告賞

新聞部門

 

奨励賞
株式会社菓子工房ルーヴ
「ルーヴ空港通り店リニューアルオープン」

2006年4月 2006年7月
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第17回香川広告協会広告賞

新聞部門

 

奨励賞
社団法人香川県薬剤師協会
「薬に心を通わせる仕事です。」

第26回愛媛広告賞

印刷部門

 

優秀賞
ロザリオ幼稚園
「わくわく、どきどき、すくすく」

2006年4月 2006年6月
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第26回愛媛広告賞

その他部門

 

優秀賞
トヨタカローラ愛媛㈱
「カローラ愛媛創立40周年キャンペーン」

2006年4月
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第26回愛媛広告賞

 

新聞部門

 

佳作

ネッツトヨタ愛媛㈱

 

「オートモール松山インターグランドオープン」

2006年4月
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第26回愛媛広告賞

 

印刷部門

 

最優秀賞

新田高等学校

 

「学校案内」

2006年9月
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第26回愛媛広告賞

新聞部門

 

優秀賞
愛媛輸入車ショウ2006

第26回愛媛広告賞

装飾・屋外看板部門

 

優秀賞
松山市
「松山城天守閣展示制作、平成の大改修第二弾」

2007年2月 2006年12月
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当社の特徴と強み
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■特徴と強み

①エリア内に10拠点を配置
 

②７事業場に企画制作部門を配置

◆営業拠点を中四国に展開◆
拠点間のネットワーク力から

既存広告主への深耕を図ることが可能

多くの人員を投入
多くの事例

多くの地域情報

広告主からの要望の多様化と
広告費用効率化に対して
・きめ細かな対応が可能！
・迅速な対応が可能！

広島支社

倉敷支社 岡山本社

高松本社西讃支社
新居浜支社

愛媛本社

宇和島支社 高知支社
徳島支社
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■特徴と強み

③地域企業として立脚

扱う業種の多さ

昭和26年

 

3月 新居浜市にセーラー工藝社設立

昭和34年

 

12月 香川県高松市に本社を移転、広告業を開始

昭和44年

 

4月 西讃営業所（現西讃支社）開設

昭和46年

 

2月 松山営業所（現愛媛本社）開設

昭和47年

 

8月 宇和島営業所（現宇和島支社）開設

昭和48年

 

2月 岡山営業所開設

昭和56年

 

4月 広島営業所（現広島支社）開設

昭和62年

 

10月 徳島営業所（現徳島支社）開設

昭和63年

 

4月 高知営業所（現高知支社）開設

平成15年

 

4月 協同セーラー広告株式会社を吸収合併し、岡山本

 
社および倉敷支社とする

地元広告主との長いお取引

行政・官公庁

 
/ 公営競技

 
/ 政党・選挙

農協・漁協・各種団体

 
/ 電気・ガス

運輸・輸送

 
/ 通信

 
/ 金融・保険

不動産・建築

 
/ 出版・放送・新聞

流通・小売

 
/ 自動車

 
/ 飲食・料飲

ホテル・旅館

 
/ 冠婚葬祭

 
/ 教育・医療

娯楽・レジャー

 
/ サービス

 
/ 製造

 
その他

地元広告主からの高い信頼
安定した取引の継続
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■特徴と強み

④タウン情報誌出版会社を子会社に持つ

グループでの事業展開

セーラー広告 あわわ

中四国の地域情報
中四国に密着した営業力

クリエイティブ力
地元主要広告主と取引

地域情報誌の出版
編集機能

地域情報・情報源
インターネットツールを保有

編集機能
地域情報・情報源

インターネットツール

活用／獲得

中四国情報
中四国営業力
主要広告主

活用／獲得

グループ総合力の強化／全体の企業価値向上
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業績の概要



29

9,820

10,040

10,410

10,62310,615 10,674

11,042

11,267

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

平成17年3月期 平成18年3月期 平成19年3月期 平成20年3月期

単体 連結

（実績） （実績） （実績） （計画）

■売上高の推移

百万円
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339,093

350,910

367,099 366,864

311,167

372,845

405,934
400,290

200,000

250,000

300,000
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平成17年3月期 平成18年3月期 平成19年3月期 平成20年3月期

単体 連結

（実績） （実績） （実績） （計画）

■営業利益の推移

千円
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352,323
362,181

377,467

333,349
325,915

384,746

416,155

367,846
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（実績） （実績） （実績） （計画）

■経常利益の推移

千円
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■当期純利益の推移

千円
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■業績ハイライト

主要経営指標の推移

指標 単位
連 結 単 体

H17.3期 H18.3期 H19.3期 H17.3期 H18.3期 H19.3期

売上高 千円 10,615,346 10,674,107 11,042,991 9,820,762 10,040,228 10,410,848

経常利益 千円 325,915 384,746 416,155 352,323 362,181 377,467

当期純利益 千円 △32,936 297,692 206,218 △41,287 190,394 186,846

純資産額 千円 1,133,536 1,423,812 1,636,649 1,126,228 1,309,024 1,502,961

総資産額 千円 5,098,070 4,999,957 5,207,201 4,908,830 4,762,316 4,941,756

１株当たり純資産額 円 492.84 611.76 314.74 489.66 561.85 289.03

１株当たり当期純利益 円 △14.32 122.14 44.56 △17.95 75.49 40.37

１株当たり配当額 円 － － － 6.50 6.50 3.25

自己資本比率 ％ 22.2 28.5 31.4 23.0 27.5 30.4

自己資本利益率 ％ － 23.3 13.5 － 14.5 12.4

配当性向 ％ － － － － 8.6 8.1

従業員数 人 194 166 170 145 140 145

（注）１．平成17年3月期は、減損損失と子会社整理損失引当金を特別損失に計上しております。
２．平成19年3月期は、平成18年6月28日付で株式分割（１：２）を行っております。
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業界の動向
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■業界の動向（広告業界）

58,571

59,625 59,954

50,000

52,000

54,000

56,000

58,000

60,000

62,000

H16 H17 H18

日本の広告費は微増。４マス媒体は減少。

2006年（1～12月）の日本の総広告費

 は景気回復を背景に５兆9,954億円、前

 年比100.6％、３年連続の増加。

億円

35,778

36,51136,760

30,000

31,000

32,000

33,000

34,000

35,000

36,000

37,000

38,000

H16 H17 H18

億円

（４マス媒体：テレビ、ラジオ、新聞、雑誌）

４マス媒体は３年連続減少。
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■業界の動向（広告業界）
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19,819

20,002
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19,200

19,400

19,600

19,800

20,000

20,200

H16 H17 H18

インターネット広告は高い伸び。ＳＰ広告費は増加。

SP広告費は３年連続増加。

億円

（セールスプロモーション
：ＤＭ、折込、屋外、イベントなど）

1,814

2,808

3,630

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H16 H17 H18

インターネット/モバイル広告費はブ

 ロードバンドの普及を背景に高伸長。

億円
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■当社の現状
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16.3％
1.4％

60.4％

テレビ ラジオ 新聞 雑誌 セールスプロモーション
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■業界の動向（広告業界）

インターネット／モバイル広告・・・生活者のニーズの変化

インターネット、モバイルでの商品購入や商品情報の入手

＜増加の背景＞

セールスプロモーション広告・・・広告主のニーズの変化

企業間競争が厳しい
 

⇒
 

販売に直結する広告

マスメディアやインターネット／モバイル広告など新旧メディアを組み合わせ
たクロスメディア型提案の強化

＜今後の方向性＞
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今後の事業戦略
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■今後の事業戦略

広告主の課題を提案活動によって解決する
「エリアマーケティング・コンサルティング会社」となること。

媒
体
戦
略

地域戦略

現在

クロスメディア提案活動

エリアマーケティング
コンサルティング会社

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告の強化

四国エリアの深耕

中国エリアの
顧客拡大
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拡大余地の残る四国エリアのシェアアップ
中国地方での足場を固める

■地域戦略

エリア内シェア拡大エリア内シェア拡大

新規広告主の開発による
受注増加

人材（営業・制作）の
確保と育成

コンペ獲得率ＵＰによる
受注増加

インターネット/モバイル広告等

新サービス提供の提案
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クロスメディア型提案の強化

私たちの強み
・四国、中国エリアに10拠点を抱える。
・企画制作スタッフを抱える。
・地元広告主、地元媒体社、地元協力会社との強い繋がりがある。
・子会社の持つ編集機能等の活用が可能。

■媒体戦略

当社の特徴を活かしたクロスメディア型提案を強化する！

メディアの相乗効果

広告効果の最大化

ＤＭ
折込

テレビ
ラジオ

インターネット
モバイル

新聞
雑誌

地域広告活動の展開

クロスメディア型提案活動クロスメディア型提案活動アウト・オブ・ホーム
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本資料に関するお問い合わせ先

セーラー広告株式会社

 
総務本部

 
ＴＥＬ

 
087-825-1156 Ｅ-ｍａｉｌ

 
saylor-ir@saylor.co.jp

本資料は、業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘するものではありません。
本資料に記載された予測等は資料作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性、完全性を保証するものではなく、今後予告なしに
変更されることがあります。
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